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平成 20 年 2 月期中間（単体・連結）業績予想との差異、特別損失の発生 

及び通期（単体・連結）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 20 年 2 月期（平成 19 年 3 月 1 日～平成 20 年 2 月 29 日）の業績予想について、平成 19 年 6

月 25 日付「平成 20 年 2 月期中間（連結・単体）業績予想修正及び通期（連結・単体）業績予想の修

正、特別損失の可能性に関するお知らせ」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたし

ます。 

 

記 
 

１．平成 20 年 2 月期連結業績予想の修正等 

 

（１） 中間期（平成 19 年 3 月 1日～平成 19 年 8 月 31 日） 

                                      （単位：百万円）   

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２１,６５０ ５４０ １８０

今回修正（Ｂ） ２１,７５０ ７５０ ４００

増減額（Ｂ－Ａ） １００ ２１０ ２２０

増減率 ０．５％ ３８．９％ １２２．２％

 

（２） 修正理由 

中間連結売上高につきましては計画どおり推移したため、２１，７５０百万円（前回予想比

１００百万円増）となる見込みであります。 

中間連結経常利益につきましては、古本市場事業において利益率の高いリサイクル品を中心

に売上を伸ばしたことや古本市場直営店およびアイ・カフェ直営店の出店予定の一部を下半期

に先送りしたこと、修繕費等費用の一部の発生が下半期にずれることにより、７５０百万円（前

回予想比２１０百万円増）となる見込みであります。 

また、中間連結純利益につきましては、中間連結経常利益の増加に加え、固定資産減損が当

初の見込みより少なかったことにより、４００百万円（前回予想比２２０百万円増）となる見

込みであります。 

 

（３） 通期（平成 19 年 3 月 1日～平成 20 年 2 月 29 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ４５,６５０ １,１８０ ４５０

今回修正（Ｂ） ４５,０００ １,２００ ５５０

増減額（Ｂ－Ａ） △６５０ ２０ １００

増減率 △１．４％ １．７％ ２２．２％



    

（４） 修正理由 

連結売上高につきましては、古本市場事業の直近の売上のトレンドを勘案し、リサイク

ル品売上の増加と新品売上の減少、アイ・カフェＦＣ出店戦略の見直しによる出店減少見

込みを反映した結果、４５，０００百万円（前回予想比６５０百万円減）となる見込みで

あります。 

連結経常利益につきましては、古本市場直営店およびアイ・カフェ直営店の出店予定の一

部を下半期に先送りしたこと、修繕費等一部の費用発生の下半期へのずれ込みや、内部統制関

連対応費用の発生、アイ・カフェＦＣ出店減少の影響などが見込まれるものの、上半期の

好調により、１，２００百万円（前回予想比２０百万円増）となる見込みであります。 

連結当期純利益につきましては、連結経常利益の増加により、５５０百万円（前回予想

比１００百万円増）となる見込みであります。 

 

（５） ご参考：前期実績（平成 18 年 3 月 1日～平成 19 年 2 月 28 日） 

                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（3/1～8/31） １９,７８９ ２６４ ４９

通期（3/1～2/28） ４４,８７１ ９９７ １９８

                                    

 

２．平成 20 年 2 月期単体業績予想の修正等 

 

（１） 中間期（平成 19 年 3 月 1日～平成 19 年 8 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２０，１５０ ６００ ２５０

今回修正（Ｂ） ２０，１５０ ８４０ ３１０

増減額（Ｂ－Ａ） ０ ２４０ ６０

増減率 ０％ ４０．０％ ２４．０％

 

（２） 修正理由 

中間単体売上高につきましては計画どおり推移したため、２０，１５０百万円（前回予想と

同額）となる見込みであります。 

中間単体経常利益につきましては、利益率の高いリサイクル品を中心に売上を伸ばしたこと

や古本市場直営店の出店予定の一部を下半期に先送りしたこと、修繕費等一部の費用の発生が

下半期にずれ込むことにより、８４０百万円（前回予想比２４０百万円増）となる見込みであ

ります。 

中間単体純利益につきましては、連結子会社である株式会社ユーブックの株式評価損等の特

別損失の発生１９０百万円があったものの、中間単体経常利益の増加が特別損失を吸収し、３

１０百万円（前回予想比６０百万円増）となる見込みであります。 

 

（３） 通期（平成 19 年 3 月 1日～平成 20 年 2 月 29 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ４１，６５０ １,１６０ ５５０

今回修正（Ｂ） ４１，６５０ １,３００ ５００

増減額（Ｂ－Ａ） ０ １４０ △５０

増減率 ０％ １２．１％ △９．１％



 

（４） 修正理由 

単体売上高につきましては、古本市場事業の直近の売上のトレンドを勘案したリサイ

クル品売上の増加と新品売上の減少を反映したことにより、４１，６５０百万円（前回

予想と同額）となる見込みであります。 

単体経常利益につきましては、古本市場直営店の出店予定の一部を下半期に先送りした

こと、修繕費等一部の費用の発生が下半期にずれること、内部統制関連対応費用の発生が見

込まれることなどを反映するものの、上半期の好調により、当初予想を上回る１，３００

百万円（前回予想比１４０百万円増）となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、経常利益の増加はあるものの、連結子会社である株式会

社ユーブックの株式評価損等の特別損失の発生１９０百万円があったため、５００百万円

（前回予想比５０百万円減）となる見込みであります。 

 

（５） ご参考：前期実績（平成 18 年 3 月 1日～平成 19 年 2 月 28 日） 

                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（3/1～8/31） １８,７３８ ３４０ １１０

通期（3/1～2/28） ４２,２４４ １,２０９ ５４２

 

                                        以  上 


